
毒物及び劇物取締法関係留意事項 薬務課 

毒物・劇物の適正な取り扱いについて 

 

 

１ 購入手続きについて  

（毒物及び劇物取締法 (以下「法」という。)第 14 条、第 15 条）  

(1) 次の事項を記入し、押印した「譲受書」を提出しなければなりません。  

① 毒物又は劇物の名称及び数量      

② 販売又は授与の年月日、譲受人の氏  

名、職業及び住所(法人にあっては、  

その名称及び主たる事務所の所在地 ) 

(2) 必ず、印鑑を持参しましょう。  

(3) 引火性、発火性又は爆発性のある塩素  

酸塩類、ピクリン酸等を購入する際には、譲受書の提出のほかに、運転免許

証等身分証明書の提示を求められます。  

(4) 計画的に購入し、保管は必要最少量にしましょう。  

(5) 次の者には毒物・劇物を交付できません。  

① 18 歳未満の者  

② 精神機能の障害により、危害防止の措置を  

 適正に行うにあたって必要な認知、判断及  

び意思疎通を適切に行うことができない者  

③ 麻薬、大麻、あへん又は覚醒剤の中毒者  

 

 

 

２ 保管について（法第 11 条第 1 項、第 12 条） 

(1) カギのかかる堅固な場所で保管しましょう。  

(2) 他のものと区別して保管しましょう。  

(3) 地震等による転倒を防ぐため、保管庫  

 は壁等に固定しましょう。  

(4) 保管する場所には、「医薬用外毒物」  

「医薬用外劇物」と表示しなければなり  

ません。  

(5) やむを得ない理由により屋外で保する場合は、人が近づけないよう頑丈  

な柵等を設けましょう。  

(6) 定期的に保管量の点検及び使用量を把握しましょう。  

 

 

 

　　 譲　受　書
 毒物･劇物の名称､数量
 購入年月日
 職業､住所､氏名　印



毒物及び劇物取締法関係留意事項 薬務課 

３ 取り扱いについて（法第 11 条第 2 項第 3 項）     

(1) 毒物・劇物が飛散、流出等しないよう  

必要な措置を講じなければなりません。  

(2) 毒物・劇物を敷地外へ運搬する時も同様です。 

(3) 保管設備を定期的に点検しましょう。  

 

 

 

４ 容器について（法第 11 条第 4 項、第 12 条第 1 項） 

(1) 毒物・劇物は、どんな場合でも飲食物の容器に移しか  

 えてはいけません。  

(2) 他の容器に移しかえる時は、移しかえた容器にも「医  

薬用外」の文字及び毒物にあっては赤地に白字をもって  

「毒物」、劇物にあっては白地に赤字をもって「劇物」の  

文字を表示しなければなりません。  

 

 

 

５ 事故・盗難について（法第 16 条の 2）  

(1) 毒物・劇物の流出等の事故が発生し、不特定又は多数の人に危害が及び  

そうなときは、直ちに保健所、警察署又は消防署に連絡するとともに、応  

急措置を行わなければなりません。  

(2) 万一の事故に備えて、応急措置用の器具、資材の整備、連絡先の把握、従

業員の教育訓練等を徹底しておきましょう。  

(3) 毒物・劇物の盗難又は紛失があった時は、直ちに警察署に連絡しなければ

なりません。  

(4) 盗難・紛失を防ぐため、使用量等を記録し、保管量を把握しておきましょ

う。 
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６ 廃棄について（法第 15 条の 2）  

(1) 毒物・劇物が不要になっても、そ  

のまま捨ててはいけません。  

(2) 毒物・劇物を廃棄する時は、でき  

る限り専門の処理業者に委託するよ    

うにしましょう。  

 

 

 

７ 危害防止規定・盗難防止規定  

 「危害防止規定」及び「盗難防止規定」 

 を作成し、責任体制を明確化するととも  

に、業務に関係する従業員全員に周知す  

ることで、日常の管理を徹底し、事故や  

盗難等が発生した際の迅速かつ適切な  

対応が可能となるよう徹底してくださ  

い。 

 

 

 



別紙１

昭和５０年９月２２日 薬第５０９号の２

兵庫県衛生部長から関係業者あて

毒物劇物取扱責任者の業務について

１. 製造作業所等について

製造作業場所、貯蔵設備、陳列場所及び運搬用具について、毒物劇物が飛散し、漏れ、しみ

出又は流れ出等に対する点検・管理（規則第４条の４）

２. 表示・着色等について

（１）政令で定められている特定毒物の品質、着色又は表示の基準への適合状況の点検

（法第３条の２第９項）

（２）容器及び被包に表示しなければならない事項の遵守状況の点検

（法第１２条）

（３）特定の用途に供される毒物劇物についての販売等の遵守状況の点検

（法第１３条及び第１３条の２）

３. 取扱いについて

（１）盗難、紛失に対する遵守状況の点検 （法第１１条第１項）

（２）製造所、営業所、店舗、研究所外に毒物劇物が飛散し、流れ出し、漏れ、しみ出又はこれらの

施設の地下にしみ込むことに対する点検、管理 （法第１１条第２項）

（３）容器の遵守状況の点検 （法第１１条第４項）

４. 運搬、廃棄について

（１）運搬についての技術上の基準への適合状況の点検

（法第１１条第３項、第１６条第１項、令第４０条の２～７）

（２）廃棄についての技術上の基準への適合状況の点検

（法第１５条の２、令第４０条）

５. 事故時の措置について

（１）事故時の応急措置に必要な設備器材等の配備、点検及び管理

（２）当該製造所等と周辺事務所等との間の事故処理体制及び事故時の応急措置の連絡

（３）事故時の保健所等への届出及び事故の拡大防止のための応急措置の実施

（４）事故の原因調査及び事故の再発防止のための措置の実施

６. その他

（１）毒物劇物の取扱い及び事故時の応急措置方法等に関する従業員の教育及び訓練

（２）業務日誌の作成

（３）その他保健衛生上の危害防止策



別紙２

【毒物及び劇物譲受書の例示】 （№ ）

毒 物 及 び 劇 物 譲 受 書

名 称

毒物又は劇物

数 量

販売又は授与の

年 月 日

氏 名 （年令 才 ）,

譲 受 人

（ 職 業法人にあってはその名称及び

主たる事務所の所在地）

住 所

備 考

【確認帳簿の例示】

毒 物 劇 物 交 付 台 帳

譲受書 交付の 交付した毒物 交付を受けた 交付を受けた 交付を受けた者の 使用 使用 使用予定確認手段

番号 年月日 劇物の名称 者の氏名 者の住所 ○で囲む 譲受人との関係 目的 場所 年月日( )

身分証明書 運転 本人でない場合の･

免許証 国民健康 確認手段･

･ ( )保険被保険者証

( )その他

身分証明書 運転 本人でない場合の･

免許証 国民健康 確認手段･

･ ( )保険被保険者証

( )その他

身分証明書 運転 本人でない場合の･

免許証 国民健康 確認手段･

･ ( )保険被保険者証

( )その他



別紙３ （Ｎｏ．１）

点検年月日 　　　　　　　　年　　　　　月　　　　　日 点　検　者

チェック欄

２　毒物劇物を貯蔵・保管等する場合の注意点　　　　　　　　　　　　　　　（オーダー取引は除く）

（１）　盗難防止のための保管管理方法

　ア　毒物劇物は、敷地境界線から離れたところに保管されているか。

　イ　毒物劇物は、専用の設備に保管されているか。

　ア　登録の期限を過ぎていないか。

　イ　農業用品目販売業又は特定品目販売業にあっては制限品目以外の品目は扱っていな

　イ　飲食物容器として通常使用されるものを、毒物劇物の容器としてしようしていないか。

（４）　情報提供

　　　毒物劇物の性状及び取り扱いに関する情報提供をしているか。

　エ　毒物劇物の保管場所は、目の行き届くところとなっているか。

　　　　毒物劇物販売業自己点検表

　　いか。

　　受書を受け取り、これを保存する等の手続きを行っているか。

　　交付しているか。

　　か（医薬用外毒物、医薬用外劇物の表示等）。

　ア　毒物劇物の容器、被包への表示は、毒物劇物であることを明確に示す表示となっている

　ウ　登録票は店舗の見やすい場所に掲示しているか。

　エ　必要な届出をしているか。

（２）　譲渡手続き

　ア　毒物劇物営業者以外の一般の者へ毒物劇物を販売する場合、譲受人の押印のある譲

　イ　毒物劇物を交付する場合、１８歳以上の者で、かつ安全な取り扱いができる相手にのみ

（３）　毒物劇物の容器、被包への表示等

チ　　ェ　　ッ　　ク　　項　　目

（５）　家庭用劇物以外の毒物劇物について一般消費者への販売を自粛しているか。

１　毒物劇物を販売する場合の注意点

（１）　登録関係

　カ　かぎの管理は徹底されているか。

※チェック欄は、適正な状態であれば○印を、適正でない状態であれば×印を付けること。

　オ　保管庫に保管する場合は、施錠されているか。

　ウ　保管場所には「医薬用外毒物」又は「医薬用外劇物」の表示をしているか。



（Ｎｏ．２）

チェック欄

　　　　「管理簿」などを作成し、定期的に在庫量を確認しているか。

チ　　ェ　　ッ　　ク　　項　　目

（２）　盗難防止のための運搬方法

　ア　トラックでの運搬方法は、容易に持ち去られないように厳重に管理されているか。

　イ　車両には、必要な表示がされているか。

　ウ　不審者等が近づかないように車から目を離していないか。

（３）　紛失防止のための保管管理方法

　　について、技術上の基準に留意しているか）。

（４）　漏えい、流出防止のための保管管理方法

　ア　毒物劇物を貯蔵する場所は、床をコンクリート製にする等、取り扱う毒物劇物の性質を踏

　　まえた材質になっているか。

　イ　毒物劇物を貯蔵しているタンクなどの容器は、毒物劇物が飛散し、漏れ、又はしみ出る恐

　　れのないものであるか。

（５）　盗難、紛失、漏えい、流出、侵出した場合の措置

　ア　盗難、紛失、漏えい、流出、侵出した場合の警察署等への通報体制が整備されているか

　　（予め通報する責任者を設定しているか等）。

　イ　被害をくい止める措置とその準備を行っているか。

３　毒物劇物を廃棄する場合の注意点（廃棄方法）　　　　　　　　　　 　　（オーダー取引は除く）

（１）　毒物劇物を廃棄する場合、毒物劇物でないものにしてから廃棄しているか（廃棄の方法

（２）　取扱責任者は、販売業者に適用があるすべての項目について適正に管理し、保健衛生

　　上の危害の防止にあたっているか。

６　その他

※チェック欄は、適正な状態であれば○印を、適正でない状態であれば×印を付けること。

（２）　産業廃棄物処理業者に委託する等適切な方法で処分しているか。

４　自主安全管理に当たっての注意点（毒物劇物危害防止規定等）　　（オーダー取引は除く）

（１）　「危害防止規定」「盗難等防止規定」を整備しているか。

（２）　「危害防止規定」「盗難等防止規定」を遵守するとともに、見直しを行っているか。

５　毒物劇物取扱責任者の業務等　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　（オーダー取引は除く）

（１）　取扱責任者を店舗に設置しているか。


